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財政課（1 21５５２９） 

　平成20年度当初予算が、３月市議会定例会で審議され

決定しました。 

　今回は、市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、

平成20年度当初予算のあらましについてお知らせします。 

2平成20年５月号

一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
度

と
比
べ
て
６
・
３
％
減
の
４
１

２
億
９
２
７
５
万
４
千
円
で

す
。(

左
表
参
照
）

こ
の
う
ち
、
歳
入
・
歳
出
の

内
訳
を
３
ペ
ー
ジ
で
、
ま
た
、

具
体
的
な
市
政
方
針
で
あ
る

「
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
た
め
の
主
要
事
業

を
４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま

す
。

頭
に
置
き
、
市
民
の
要
望
、
事

業
の
必
要
度
・
緊
急
度
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
な
が
ら
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
施
策
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
「
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
学
校

の
耐
震
化
や
消
防
力
の
強
化
、

万
亀
会
館
の
整
備
や
教
育
支
援

の
充
実
、
生
活
道
路
の
整
備
な

ど
、
安
全
・
安
心
の
推
進
、
教

育
や
福
祉
の
充
実
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
生
活
基
盤
の
充
実

に
重
点
を
置
い
て

進
め
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
念
頭
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
実

質
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

「
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
」

を
堅
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
予
算
で
す
。

国
・
地
方
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
の
厳
し
さ
、
と
り
わ
け
当

市
の
財
政
状
況
は
、
も
と
も
と

財
政
基
盤
が
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

で
あ
っ
た
上

に
、
三
位
一
体
の
改
革
以
降
、

地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
、
よ

り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
、
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
非
常
に

苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

伊
勢
市
を
取
り
巻
く
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
情
勢
を
十
分
認
識

し
、
国
・
県
の
予
算
編
成
状
況
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
を
念

※( ) 内は、平成19年度当初予算との増減比です。 

平成20年度　会計別予算 

区　分 予算額（対前年度比） 

（－12.1％） 合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 

企業会計（ウ） 

　病院事業 

　水道事業 

　下水道事業 

　認知症対応型共同生活介護事業 

特別会計（イ） 

　国民健康保険 

　老人保健医療 

　後期高齢者医療 

　介護保険 

　住宅新築資金等貸付事業 

　まちなみ保全事業 

　農業集落排水事業 

　土地取得 

一般会計（ア） 

852億7,606万3千円 

（－12.9％） 

（－ 8.9％） 

（＋ 1.6％） 

（－25.8％） 

（＋ 0.6％） 

178億6,358万5千円 

69億7,202万5千円 

49億5,988万7千円 

58億9,029万8千円 

4,137万5千円 

（－19.5％） 

（＋ 5.3％） 

（－89.3％） 

（新規） 

（＋ 6.6％） 

（－22.7％） 

（＋ 2.1％） 

（＋77.6％） 

（＋ 1.4％） 

261億1,972万4千円 

136億6,422万7千円 

11億5,826万3千円 

20億6,078万5千円 

88億399万9千円 

2,982万4千円 

7,428万1千円 

1億2,462万6千円 

2億371万9千円 

412億9,275万4千円 （－ 6.3％） 

◆一般会計…福祉・教育・消防など市民生活に必要な

サービスの提供や、道路・公園の整備な

ど、地方公共団体の目的を達成するため

の事業に掛かる会計。

◆特別会計…介護保険など、特定の歳入を特定の歳出

に充て、一般会計の歳入・歳出とは別に

収支を明らかにする必要がある事業に掛

かる会計。

◆企業会計…地方公営企業法の適用を受ける特別会計。

堅
実
に
計
画
事
業
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
予
算
を
編
成

〜
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
て
〜



市税 

使用料など 

繰入金 

地方交付税 

市債 

国庫支出金 

県支出金 

そのほか 

民生費 

公債費 

土木費 

総務費 

教育費 

衛生費 

消防費 

そのほか 

40.2%

4.9%

5.6％ 

9.9%

10.1%

11.2%

12.6%

13.1%

32.6%

5.4%

5.9%

18.0%

自主財源 
51.5%

依存財源 
48.5%

10.7%

9.2%

4.9%

5.7%

歳入の内訳歳入の内訳 歳入の内訳歳入の内訳 歳入の内訳 歳出の内訳歳出の内訳 歳出の内訳歳出の内訳 歳出の内訳 

（+6,430円） 

（+2,704円） 

（－7,307円） 

（－21,308円） 

（+1,055円） 

（－1,435円） 

（+3,311円） 

（－2,869円） 

（－19,419円） 合　　計 

民生費 
高齢者福祉、児童福祉など 

公債費 
市の借入金の返済 

土木費 
道路、河川、都市計画など 

総務費 
市全般の管理事務など 

教育費 
小・中学校や幼稚園の整備、社会教育など 

衛生費 
保健衛生やごみ、し尿の処理など 

消防費 
消防、救急、救助など 

そのほか 
農林水産、商工業の振興など 

市民税 

固定資産税 

都市計画税 

市たばこ税 

軽自動車税 

合　　計 

（+168円） 

（+1,630円） 

（+206円） 

（－197円） 

（+57円） 

（+1,864円） 

99,400円 

39,978円 

38,208円 

34,179円 

30,698円 

30,180円 

17,134円 

14,951円 

304,728円 

58,100円 

49,937円 

7,527円 

5,173円 

1,749円 

122,486円 

市民市民1人当たりが負担するお金人当たりが負担するお金 市民市民1人当たりが負担するお金人当たりが負担するお金 市民1人当たりが負担するお金 市民市民1人当たりに使われるお金人当たりに使われるお金 市民市民1人当たりに使われるお金人当たりに使われるお金 市民1人当たりに使われるお金 

市民一人当たりで計算すると…？

平成20年度 

3 平成20年５月号

※市税166億円の主な項目を、平成20年3月末
日の人口135,507人で割ったものです。
※（ ）内は、平成19年度当初予算の市税164
億円の主な項目を、平成19年3月末日の人口
135,944人で割ったものとの増減額です。

※目的別の各項目を、平成20年３月末日の人口135,507人で割ったものです。
※（ ）内は、平成19年度当初予算の目的別の各項目を、平成19年３月末日の
人口135,944人で割ったものとの増減額です。



4平成20年５月号

～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～～平成20年度 主要事業～

伊勢市あしたのプラン伊勢市あしたのプラン

一般会計の予算編成では、限られた財源の重点的・効率的な配分に努めながら、学校の耐震化、

消防力の強化、教育支援の充実、生活道路の整備など、安全・安心の推進、福祉や教育の充実、

市民生活に密着した生活基盤の充実について、できる限り予算に反映しました。

なお、「伊勢市あしたのプラン」推進に向け、予算計上した主な事業は次のとおりです。

◆伊勢市駅周辺整備事業

道路・公園・街路整備のほか、駅周辺施設活用調査などを

行います。

◆コミュニティバス運行事業

公共交通不便地域を中心に、市民の身近な交通手段として

コミュニティバス「おかげバス」を運行します。

◆街なみ環境整備事業

二見浦旅館街の住環境整備やまちなみ保全を図るため、地

域住民が行う修景施設の整備に対して助成を行います。

◆一般木造住宅耐震診断事業

今後発生が予想される東海・東南海・南海地震による木造住宅の倒壊の被害を最小限に

するために、耐震診断を実施するとともに、住宅耐震についての相談会を行います。

◆自主防災隊資機材購入事業

地域の防災対策について「共助」面の強化を図るため、

地域の防災組織に防災資機材を配備し、有事に備えます。

◆消防御薗分署庁舎新設事業

消防署の分署として御薗分署(仮称)を新設します。

この庁舎には、消防車・救急車を配備し、御薗町（国道23号以北）や港中学校区の地域

への出動時間の短縮を図ります。

◆健康文化都市推進事業

適正体重の維持を重点事業とし、運動習慣の徹底と食生活の

改善を実施し、生活習慣病予防を重点的に推進します。

◆中学校給食施設建設事業

市内すべての中学校で給食を実施し、学校給食を通じた食育

を推進するため、共同調理場を建設します。

ご遷宮にむけた伊勢らしいまち

安全で安心な災害にも強いまち

健康で、心豊かな人の育つまち

当初予算当初予算が決定決定 当初予算当初予算が決定決定 当初予算が決定 
平成20年度 



5 平成20年５月号

◆地域新エネルギービジョン策定推進事業

地域での新エネルギー導入に向けて、バイオマスエネルギー（生ごみなど）

についての詳しい調査を行います。

◆企業立地推進事業

企業誘致を推進し、雇用の創出・地域の活性化・産業の振興を図ります。

◆農業経営基盤強化促進事業

意欲ある担い手の育成が急務であるため、農家が作成する農業経営改善計画

作成の助言・認定や、体系的な遊休農地対策、特定法人貸付事業を行います。

◆伊勢志摩広域観光活性化事業

伊勢志摩が一体となって、観光の動向やニーズを的確にとらえた上で、誘客宣伝

活動を行います。

また、来訪者のニーズに応えるため、観光マーケティングを行い、伊勢志摩の観

光振興プランを推進するなど、観光の中核的組織としての体制づくりを進めます。

◆集客誘致大会開催事業

全国規模のスポーツ大会を開催することで、全国からの集客を図ります。

◆観光情報発信事業

市のホームページの充実やパンフレット・ポスターの作成を

行うとともに、雑誌や新聞などのマスメディアを有効に活用

しながら、伊勢への誘客に役立つ情報の発信を行います。

◆宮川流域連携事業

宮川と共に生き、魅力ある地域を築くことを目的に、地域の豊かな

自然・歴史・文化を保全・再生しながら地域の活性化を図ります。

また、流域関係６市町の中核都市として、宮川ルネッサンス事業を

引き続き積極的に推進していきます。

◆地域内分権推進事業

地域内分権を推進するため、平成20年度はモデル地区に地域自

治組織を設置し、地域での活動をスタートさせます。

また、取り組みの全市的な広がりを目指し、学識経験者や先進

地の地域活動実践者による講演など啓発活動を行います。

◆自治基本条例策定事業

伊勢市における自治の仕組みの規範化を目指し、自治基本条例の原案づくりを行うため、

学識経験者や民間委員による自治基本条例策定委員会(仮称)を設置し、平成20年度～平

成21年度で条例案を作成します。

伊勢志摩地域の観光拠点としてのまち

宮川流域の中核都市としてのまち

市民に期待される市役所づくり

環境にやさしく、産業が活きるまち

当初予算当初予算が決定決定 当初予算当初予算が決定決定 当初予算が決定 
平成20年度 



読書
で はぐく

む 子どものこころ
伊勢市子ども読書活動  推進計画を策定しました推進計画を策定しました  

 

推進計画を策定しました  
読書
で はぐく

む 子どものこころ読書
で はぐく

む 子どものこころ
子どものこころ

子どもが初めて本に触れるのは家庭です。身近な大人が読

み聞かせをしたり、一緒に本を読んだりすることで、読書の

喜びは何倍にも膨らみます。

子育てを支援する諸施設では、それぞれの地域の現状に応

じ、さまざまな支援を行います。

●子育て支援ブックスタート事業の充実

●諸施設における絵本の充実と整備

●諸施設での読み聞かせや手遊び、おすすめ絵本の紹介

家庭・地域における読書活動の推進

6平成20年５月号

子
ど
も
は
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
知
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
を
学
び
、
感
性

を
磨
き
、
表
現
力
や
想
像
力
を
高
め
ま
す
。

市
は
、子
ど
も
が
自
ら
進
ん
で
本
を
手
に
取
り
、

読
書
を
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
整
備
を
目
的
と
し
て
、
伊
勢
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

乳幼児から青少年まで、すべての子どもに本の魅力を伝えた

り、子どもが日常的に本と出会える環境を整えるなど、本と子

どもの架け橋となるのは、市立図書館です。

市立図書館は、地域における読書推進の中核的施設として、

さまざまな機関・施設・団体と連携し、子ども読書活動の推進

を総合的に支援します。

●児童書の充実

●児童司書（子ども向けの本について詳しい専門的職員）の養成

●閲覧室などの読書環境の整備

●講演会・おはなし会などの取り組み

●家庭における読書推進の啓発活動

●図書館支援ボランティアなどの育成

●身体の不自由な子どもや外国人の子どもに対する配慮

市立図書館における読書活動の推進

小俣図書館（1@93900）
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読書
で はぐく

む 子どものこころ読書
で はぐく

む 子どものこころ

子どもは、小学校に入学するころ、絵本を楽しむことから

本を読むことへと読書の世界を広げ始めます。子どもの尽き

ない好奇心を満たし、探究心や向学心へと高めるために、学

校図書館の充実が求められます。

●学校図書館図書標準の達成に向けての努力

●学校図書館の専門的職員の配置などについての検討

●学校図書館の読書環境の整備

●全校や学年一斉の読書活動、図書館まつり、おはなし会な

どの取り組み

●家庭における読書推進の啓発活動

●読書活動の推進に関する研修の機会の充実

いつでもどこでも、子どもが読みたい本と出会える環境を整備するためには、

さまざまな機関・施設が連携できるネットワークづくりや協力体制が必要です。

平成24年度までの５年間で、子ども読書活動の推進に携わる市民や学識経験者

を中心とする「伊勢市子ども読書活動推進会議（仮称）」を設置するなど、関係

機関や関係団体と連携・協力して、「伊勢市子ども読書活動推進計画」の確かな実

現を目指します。

学校における読書活動の推進

7 平成20年５月号

幼稚園・保育所は、子どもが初めて集団生活を体験する場

所です。家庭から社会へと子どもの世界が大きく広がるこの

時期に、「心の栄養」となるたくさんの絵本と出会うことは

とても重要です。

●幼稚園・保育所における絵本の充実と整備

●幼稚園・保育所での絵本・紙芝居の読み聞かせや貸し出し

●幼稚園教諭・保育士・保護者への研修

幼稚園・保育所における読書活動の推進
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市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
１
３
）

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

や
伊
勢
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定
を
行
う
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
取
り
組
み
を
よ
り
効
果

的
に
進
め
る
た
め
に
策
定
し
た
「
れ
い

ん
ぼ
う
プ
ラ
ン
（
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
）
」
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

計
画
期
間

平
成
20
年
度
〜
平
成
24

年
度
（
５
年
間
）

９
つ
の
基
本
目
標

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
〜
一

人
ひ
と
り
が
輝
い
て
、
み
ん
な
が
共
に

歩
む
た
め
に
〜
」
を
理
念
に
、
９
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

ご
と
に
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
て

い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

目
標
値
を
設
定

で
き
る
限
り
目
標
値
を
定
め
、
そ
の

成
果
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
物
事
を
決
定
し
た
り
、
作
り
上
げ

て
い
く
過
程
で
、
男
女
が
共
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
姿
で
す
が
、

女
性
の
参
画
が
非
常
に
少
な
い
の
が
現

状
で
、
平
成
19
年
度
の
市
の
審
議
会
・

委
員
会
な
ど
へ
の
女
性
の
登
用
率
は

25
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
に
、
「
市
の
審
議
会
・
委
員
会
な

ど
へ
の
女
性
の
登
用
率
を
40
％
に
す

る
」
と
い
う
目
標
値
を
定
め
、
そ
の
目

標
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
実
現
を

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

み
ん
な
の
力
で
、
男
女
が
性
別
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
特
性
や

能
力
を
発
揮
し
、
共
に
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

花
火
大
会

と
き

７
月
19
日
（土）
（
大
雨
・
強
風
・

増
水
時
は
20
日
（日）
・
21
日
（祝）
・
８
月
30

日
（土）
・
31
日
（日）
に
順
次
延
期
）

※
な
お
、
平
成
21
年
以
降
は
、
海
の
日

を
含
む
３
連
休
の
土
曜
日
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ

宮
川
河
畔
・
度
会
橋
上
流

お
願
い

河
川
敷
内
で
、
観
覧
席
の
場
所
取
り

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
会
の
運
営

に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
の
告
知

な
く
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

が
で
き
ま
し
た

が
で
き
ま
し
た 

が
で
き
ま
し
た

が
で
き
ま
し
た 

が
で
き
ま
し
た 

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画 

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画 

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画 

れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ
ン

れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ
ン 

れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ
ン

れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ
ン 

れ
い
ん
ぼ
う
プ
ラ
ン 

花火打ち上げ 
現場 

至松阪 

グラウンドグラウンド グラウンド 

宮川 

個人自由観覧席 

中島側観覧席 

川端側観覧席 

桟
敷
席 

尾崎咢堂尾崎咢堂 
記念館記念館 
尾崎咢堂 
記念館 

至伊勢市駅 

度会橋 

第56回伊勢神宮奉納全国花火大会 

有料観覧席を 
　　　販売 
有料観覧席を 
　　　販売 
有料観覧席を 
　　　販売 

観覧席・料金・問い合わせ先 販売日 販売場所 

◆桟敷席 
・6人用：15,000円または12,000円 
・2人用：6,000円 
◆個人自由観覧席 
・1人につき1,500円 
問い合わせ先 

5月27日(火)
19：00～20：30
(先着順)

 5月28日(水)～ 

：6,000円 
問い合わせ先 （1　3188） 

5月27日(火)～ 尾崎咢堂記念館 
川端町自治会・小林区長 

観光事業課（1　　5566） 21

26

いせ市民活動センター北館
(伊勢シティープラザ)・１階
ホール 

全国のコンビニエンススト
ア(一部の店舗を除く)、観
光事業課 

観覧席の販売 

中島側 

川端側 

※個人自由観覧席は、外宮前観光案内所、
神宮会館、各総合支所地域振興課でも
販売します。 

位置図

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）
観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）

観光事業課内・伊勢神宮奉納全国

花火大会事務局（1@15566）



男
女
共同
参画社

会の実現のため
の

9つの基本目標つの基本目標 9つの基本目標つの基本目標 9つの基本目標 

　家庭・職場・地域など、社会の

あらゆる分野に根付いている「性

別による固定的な役割分担意識」

を解消し、男女がそれぞれ個人と

して生かされる社会を実現するた

めの意識づくりを進めます。 

男女共同参画の意識づくり 

　子どものときからの教育や、

生涯を通じての学習を進めます。 

男女共同参画の視点に立った 
教育・学習の推進 

　男女共同参画社会を実現するため

には、政策や方針を決定する過程で、

男女が共に参画することが必要です。

現状では女性の参画が少ないため、

女性の参画を促します。 

意思決定の場における 
男女共同参画の推進 

　男女が共に働きやすい環境づくり

が求められており、男女雇用機会均

等法や育児・介護休業法などの法律

が整備されてきました。しかし、実

態は就労しにくい状況にあるため、

さらなる推進を図ります。 

就労における 
男女共同参画の推進 

　ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）

やセクシュアルハラスメントなどは、

性別による固定的な役割分担意識が

原因の場合が多く、重大な人権侵害

であり、許すことのできない暴力です。

これらの暴力の根絶を目指します。 

男女共同参画を阻害する 
あらゆる暴力の根絶 

　男女共同参画は、人が人らしく、

生き生きと人生を生きることを目

指しています。そのために大切な、

健康を保持するための支援を行い

ます。 

生涯にわたる 
心身の健康と生活支援 

　男女共同参画の推進は、国際社

会のさまざまな取り組みや取り決

めとも密接に関係しています。ま

た、外国人と接する機会も増加し

ています。市民が国際的視野に立

ち、身近なところから国際理解を

深められるよう、国際化への対応

を図ります。 

国際化での 
男女共同参画の推進 

　男女共同参画社会の実現のた

めには、市の体制はもとより、

市民・ＮＰＯなどとの連携・協

働が必要であり、そのための体

制をつくり、強化します。 

計画を推進する 
体制づくりと強化 

　家庭や地域は、日常生活

を送る基本的な場所です。

男女一人ひとりが家庭・地

域の一員として、それぞれ

の責任を果たしながら、生

活を充実させることができ

る社会を目指します。 

家庭・地域における 
男女共同参画の推進 

1. 2.

3.

4. 5.

6.

8.

9.

7.

れいんぼうプランれいんぼうプラン れいんぼうプランれいんぼうプラン れいんぼうプラン 
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み
ん
な
の
ま
ち
の
計
画
は
、

「
伊
勢
を
こ
う
い
う
ま
ち
に
し

た
い
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
示
す
も
の
で
、
市
役
所

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
・

地
域
・
市
民
活
動
団
体
・
企
業

が
協
力
し
て
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

「
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
自
ら

の
ま
ち
を
考
え
、
そ
の
意
思
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
」
こ
と
で
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

〜
「
み
ん
な
の
ま
ち
の
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
〜

平
成
19
年
２
月
18
日
に
設
立

さ
れ
た
「
伊
勢
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」
で
、
テ
ー
マ
ご
と

に
７
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

計
96
回
の
会
議
を
開
催
し
、
延

べ
１
２
４
４
人
の
参
加
者
に
よ

り
、
ま
ち
の
姿
を
議
論
し
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
は
、
伊
勢
の
ま
ち
の
活
性
化

や
住
民
の
安
心
な
暮
ら
し
な
ど

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
１
０

０
以
上
の
団
体
や
、
個
人
・
市

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
会
議
で
は
、
各
団
体
や

個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
す
る

の
で
は
な
く
、
同
じ
方
向
を
向

い
て
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
伊

勢
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

を
目
指
し
、
q
伊
勢
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
の
共
有
・
w
活

動
の
調
整
・
e
結
果
の
検
証
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

民
と
行
政
が
協
働
し
て
実
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生
き
と

し
た
ま
ち
を
実
現
し
ま
す
。

競
争
力
を
持
っ
た
地
域
づ
く
り

の
戦
略
を
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
戦
略
を
、
市

シ
リ
ー
ズ 

企業 地域 行政 
N P O・  

ボランティア団体など 

課題・将来ビジョンの共有 

地域が目指すまちの姿 企業が目指すまちの姿 

活動 活動 活動 連　　　　　携 

実施計画 

市民力の結集 
目指すべき社会の実現・ 

協働型社会の構築 

市民が目指すまちの姿 市民活動団体が目指すまちの姿 

みんなのまちの計画 

〜
「
み
ん
な
の
ま
ち
の
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
〜

自治会やＮＰＯ、企業や行政のあり方や、それぞれが連携するためのしくみについて 

知識や技術、人を思いやる心、また、スポーツや文化といった人づくりについて 

自然環境や衛生環境について 

健康づくりや子育て、高齢者・障がい者などの生活や医療体制など、安心な暮らしについて 

防災・防犯対策や交通安全など、地域の安全について 

市の経済や雇用について 

道路・河川・景観など、都市基盤について 

自治と行政のしくみ 

人権・教育・文化 

環 境  

生活・健康・福祉 

防 災 ・ 防 犯  

産 業  

交 流 都 市 基 盤  

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

～７つの分科会と検討事項～ 

行
政
経
営
課
（
1
@1
５
５
１
０
）

「
み
ん
な
の
ま
ち
の
計
画
」

と
は
？

「
伊
勢
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」
っ
て

ど
ん
な
組
織
？

計
画
は
ど
う
や
っ
て

つ
く
ら
れ
た
の
？

計
画
の
理
念
は
？

10平成20年５月号



ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
・
地

域
・
市
民
活
動
団
体
・
企
業
に

お
い
て
も
、
自
主
的
・
自
立
的

に
、
ま
た
、
連
携
し
な
が
ら
、

計
画
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
各
テ
ー
マ
ご
と

に
、
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、「
み
ん
な
の
ま
ち
の

計
画
」
を
、
す
べ
て
の
行
政
事

業
の
根
拠
と
な
る
「
総
合
計
画
」

と
し
て
位
置
付
け
、
実
現
に
向

け
、
市
と
し
て
具
体
的
に
何
を

行
う
か
を
実
施
計
画
と
し
て
定

め
、
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

「みんなのまちの計画」発表会
～みんなでつくる伊勢のまち～

伊勢の明るい未来をつくるためには、あなたの力が

必要です。ぜひ参加してください。

と　き ６月21日（土）、午後２時～５時
ところ ハートプラザみその・多目的ホール ほか
内　容 ●「みんなのまちの計画」（伊勢の将来ビジョ

ン）の発表
●市民会議の活動報告
●意見交換会

定　員 150人（先着順）
申し込み ５月１日（木）から、氏名・電話番号を、直

接・電話・ファクス・Ｅメールで行政経営課
（〒516-8601岩渕１丁目７-29、FAX@15642、
アドレスgyousei-keiei@city.ise.mie.jp）へ

東
海
地
震
は
予
知
で
き
る
可

能
性
の
あ
る
唯
一
の
地
震
で
す
。

東
海
地
震
発
生
の
前
兆
現
象

を
と
ら
え
た
ら
、
国
が
「
東
海

地
震
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

東
海
地
震
情
報
は
、
そ
の
危

険
性
に
応
じ
、
下
図
の
３
段
階

に
区
分
さ
れ
発
表
さ
れ
ま
す
。

３
段
階
の
情
報
そ
れ
ぞ
れ
に
、

素
早
く
、
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
対
す
る

備
え
を
行
い
、
東
海
地
震
情
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
、
落

ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

東海地震情報の区分 

東海地震の前兆現象で
ある可能性が直ちに判
断できない場合 

発表の 
基　準 

東海地震の前兆現象で
ある可能性が高まった
と認められる場合 

東海地震が発生する恐
れがあると認められる
場合 

東海地震観測情報 区　分 

危険度 

東海地震注意情報 東海地震予知情報 

特に防災対策をとる必
要はなく、テレビ・ラ
ジオなどの情報に注意
し、普段どおり過ごし
てください 

皆さんの 
対　応 

テレビ・ラジオなどで
正確な情報を把握し、
旅行・出張・自動車の
使用などを控えてくだ
さい 

テレビ・ラジオなどで
正確な情報を把握し、
自主的に避難するなど、
地震に対応するための
準備をしてください 

特に防災対策がとられ
ることはありませんが、
国や自治体などでは情
報収集・連絡体制がと
られます 

主　な 
防災対策 

学校では下校措置がと
られるほか、行政や警
察・消防・自衛隊など
では、地震発生に備え
た準備が始まります 

内閣総理大臣が「警戒宣言」を発令します 
津波やがけ崩れの危険性がある地域では住民の避
難が始まり、東海地震防災対策強化地域内（伊勢
市は全域）では、鉄道・バスが運行を中止する、金
融機関が窓口業務を停止する、一般電話回線が制
限されるなどの措置がとられます 

低 高 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

知
る 

知
る 

行
動
行
動
す
る
す
る 

行
動
す
る 

備
え
る
え
る 

備
え
る 

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

東
海
地
震
情
報

今
後
、
計
画
は
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
る
の
？
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室
効
果
ガ
ス
」
っ
て
呼
ぶ
ん
だ
。

暖
子

へ
え
〜
。

博
士

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
で
で
き
て
い
る

ん
だ
よ
。

暖
子

二
酸
化
炭
素
も
大
切
な

ん
だ
ね
。

博
士

そ
う
だ
よ
。
で
も
、
二

酸
化
炭
素
が
多
く
な
り
過
ぎ
る

と
、
地
球
が
暑
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
だ
。

暖
子

今
は
ま
だ
大
丈
夫
な
の
？

博
士

う
う
ん
。
大
丈
夫
じ
ゃ

な
い
ん
だ
よ
。
地
球
上
で
は
も

う
す
で
に
、
生
き
物
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
り
、
海
の
水
が
増
え

て
洪
水
を
起
こ
し
た
り
、
作
物

や
魚
の
収
穫
量
が
減
っ
た
り
し

て
い
る
所
も
あ
る
ん
だ
。
ど
う

す
れ
ば
地
球
の
温
暖
化
を
防
げ

る
と
思
う
？

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
家

庭
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
家
庭

や
、
風
呂
な
ど
の
給
湯
設
備
の

交
換
を
考
え
て
い
る
家
庭
は
、

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

注
目
さ
れ
て
い
る
背
景
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

暖
子

テ
レ
ビ
で
よ
く
「
二
酸

化
炭
素
を
減
ら
そ
う
」
っ
て
言

っ
て
い
る
か
ら
。

博
士

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
地

球
温
暖
化
の
話
だ
ね
。
暖
子
ち

ゃ
ん
は
地
球
温
暖
化
っ
て
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
か
な
？

暖
子

地
球
が
暖
か
く
な
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。

博
士

そ
の
と
お
り
。
そ
れ
で

は
、
ど
う
し
て
地
球
が
暖
か
く

な
っ
て
し
ま
う
の
か
知
っ
て
い

る
か
な
？

博
士

そ
れ
じ
ゃ
、
暖
か
く
な

る
と
ど
う
し
て
ダ
メ
な
の
か
分

か
る
か
な
？

暖
子

う
〜
ん
・
・
・
。

博
士

そ
れ
じ
ゃ
、
順
番
に
話

を
し
よ
う
。

暖
子

う
ん
。
教
え
て
教
え
て
。

暖
子

ガ
ス
？

博
士

地
球
が
ビ
ニ
ー
ル
の
よ

う
な
も
の
で
覆
わ
れ
て
い
る
っ

て
想
像
し
て
ご
ら
ん
。
も
し
、

こ
の
ビ
ニ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の

が
な
か
っ
た
ら
、
地
球
の
平
均

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
18
度
に
な
る

っ
て
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

暖
子

マ
イ
ナ
ス
18
度
？
寒
す

ぎ
る
よ
〜
。

博
士

そ
う
だ
ね
。
人
は
暮
ら

し
て
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い

ね
。
野
菜
や
果
物
を
作
る
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
を
「
温
室
」
っ
て

言
う
よ
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
地

球
を
覆
っ
て
い
る
ガ
ス
を
「
温

二
酸
化
炭
素
は
悪
者
？

ど
う
し
て
地
球
は
暖
か
く

な
る
の
？

博士と暖子ちゃんの

環境課（1@15540） 博士 暖子ちゃん

知ろう！知ろう！ 
地球を救う新たなエネルギー地球を救う新たなエネルギー 
知ろう！ 
地球を救う新たなエネルギー 

博士、二酸化

炭素って悪い

の？

突然だね。

どうしてかな？

わたしたちが住む地球は、

太陽の光が当たって暖かく

なるよね。その温まった空

気（熱）を宇宙へ逃がさな

いために、地球はガスで覆

われているんだ。

そのとおり！

う～ん・・・。

そうだ！二酸化

炭素を減らせば

いいんだね。

う～ん・・・

どうして？

12平成20年５月号
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博
士

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

と
石
油
の
消
費
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
し
、
ク
リ
ー
ン
（
き

れ
い
）
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
、

地
球
に
も
優
し
い
ん
だ
。
身
近

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
い
ろ
ん
な

利
用
方
法
が
あ
る
ん
だ
よ
。

暖
子

そ
う
な
ん
だ
！

博
士

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
次
回
は
、

い
く
つ
か
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
教
え
よ
う
。

暖
子

う
ん
。
教
え
て
、
博
士
。

次
回
は
、
具
体
的
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

つ
大
切
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

そ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
限

り
が
あ
る
っ
て
こ
と
。
石
油
は
、

あ
と
40
年
く
ら
い
で
無
く
な
る

っ
て
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
だ

か
ら
、
暖
子
ち
ゃ
ん
が
言
っ
た

「
省
エ
ネ
」
と
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
す
ご
く
大
切
に
な
っ
て
く
る

ん
だ
。

博
士

太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
っ

て
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い

か
な
？

暖
子

う
〜
ん
・
・
・
。

博
士

屋
根
の
上
に
黒
い
板
の

よ
う
な
も
の
が
載
っ
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
は
な
い
か
な
？

暖
子

学
校
の
屋
根
に
あ
る
、

あ
れ
か
な
？

博
士

そ
う
だ
。
あ
れ
は
太
陽

光
発
電
と
い
っ
て
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
な
ん
だ
。
そ
れ
じ

ゃ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

勉
強
し
て
み
よ
う
か
。

暖
子

う
ん
。

博
士

特
に
石
油
を
燃
や
す
と

た
く
さ
ん
出
る
ん
だ
よ
。
わ
た

し
た
ち
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
を
使
っ
て

い
る
よ
ね
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
く
は
、
石
油
か
ら
で

き
て
い
る
ん
だ
。

博
士

そ
の
と
お
り
！
　
そ
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
も
う
一

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

ど
う
し
た
ら
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
せ
る
の
？

二酸化炭素は、

物を燃やすと出

てしまうんだ。

分かった！省エネを

して、使うエネルギ

ーの量を減らせばい

いんだね。

新エネルギー？

新エネルギーとは、太陽の

光や熱、風の力などの自然

のエネルギーを使ったり、

家庭から出るごみなどを使

って熱や燃料を取り出した

りして生み出す、新たなエ

ネルギーなんだよ。

いろんなも

のがあるん

だね。

ところで博士、

どうして二酸

化炭素が出て

しまうの？

新エネルギーの種類 

13 平成20年５月号

メ
モ

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類

※詳しい内容は、(財)新エネルギー
財団（ＮＥＦ）のホームページ
（http://www.nef.or.jp/）をご覧
ください。



伊勢市の在宅支援サービス

高齢者が、介護が必要な状態になるのを予防し、いつまでも自分らしく自立した生

活を確保するための「在宅支援サービス」を行っています。

対象 虚弱な65歳以上で在宅の、一人暮らしまたは高齢者世帯の人など

長寿課（1@15559）

訪問による理美容サービスを行い、心身

のリフレッシュを図ります。

対象 理美容店へ出向くことが困難な人

助成額 １回につき1000円（理美容技術

料は全額自己負担）

利用回数 年12回まで（申請時期により

異なります）

訪問理美容サービス
軽易な日常生活上の援助を行うことにより、在宅

での自立した生活を支援します。

対象 日常生活上の援助が必要な人

内容 外出時の付き添い・食材の買い物・寝具類な

どの日干し・庭の手入れ・家の中の整理整とん・そ

のほか軽易な日常生活上の援助

利用料金 １時間あたり80円

利用回数 週１回、月４時間以内（１回最低１時間

以上）

※利用料金については、サービスの内容により、別

途自己負担が必要となる場合があります。

軽度生活援助事業

デイサービス施設が趣味活動などのサービスを行

い、閉じこもりを予防します。

対象 体が弱く、家に閉じこもりがちな人（介護保

険認定者を除く）

内容 教養講座・日常動作訓練・趣味創作活動・昼

食・入浴（施設により不可）などを、市内19カ所

のデイサービス施設で実施

利用料金 １回につき420円（入浴代を含む）

※昼食費や教材費など、別途自己負担が必要となります。

※家族と同居している人も利用できます。

生きがいデイサービス

在宅介護の総合的な相談に応じます。お気軽に利

用してください。

神路園（二俣町577―9、1@26012）

双寿園（河崎3丁目15―33、1@39231）

白百合園（上地町3130、1@71511）

正邦苑（村松町3294―1、1#81800）

山咲苑（楠部町2605―13、1@62600）

楽寿苑（馬瀬町1065、1#10050）

みなと（神社港262―1、1#50811）

二見ふれあいプラザ（二見町茶屋456―2、1$34423）

小俣（小俣町元町536、1@71155）

在宅介護支援センター

布団や毛布のクリーニングを行い、快適

な日常生活が送れるように支援します。

対象 寝具類の衛生管理が困難な人

内容 掛け布団・敷布団・毛布各１枚ずつ

（１セット）の洗濯・乾燥・消毒（原則、

シングルサイズの綿布団）

利用料金 １セット630円

利用回数 年２回まで（１回１セットのみ）

寝具類等洗濯乾燥消毒サービス

緊急事態発生時に迅速かつ適切に対処で

きる体制を整備し、日常生活の安全を確保

するため、緊急通報装置の貸与を行います。

対象 体が弱く、一人暮らしで近隣に扶養

義務者がいない人

利用料金 通話料全額、装置レンタル料（所

得税の課税状況により異なります）

※親族と近隣の協力員の登録が必要です。

緊急通報体制等整備事業

栄養のバランスがとれた食事を届ける

「配食サービス」とともに、安否確認を行

います。

対象 買い物と調理が困難な人

利用料金 １食300円

利用回数 週３回まで（平日の昼食のみ）

「食」の自立支援事業

14平成20年５月号
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木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

対
象
住
宅

市
内
に
あ
る
木
造

住
宅
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
も
の

●

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る

●

在
来
軸
組
構
法
・
伝
統
的
構

法
・
枠
組
壁
工
法
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
建
築
さ
れ
た

●

階
数
が
３
階
以
下
で
あ
る

※
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）、

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
な
ど
を
除
く
。

※
併
用
住
宅
の
場
合
、
延
べ
床

面
積
の
２
分
の
１
を
超
え
る
部

分
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い

る
建
物
に
限
り
ま
す
。

※
共
同
住
宅
や
長
屋
建
て
住
宅

の
場
合
、
居
住
者
全
員
の
承
諾

が
必
要
で
す
。

対
象
者

住
宅
の
所
有
者
、
ま

た
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た

居
住
者
（
た
だ
し
、
共
同
住
居

な
ど
の
場
合
は
所
有
者
の
み
）

診
断
料

無
料

申
し
込
み

12
月
19
日
（金）
ま
で

に
、
申
込
書
・
印
鑑
・
住
宅
の

建
築
年
月
が
確
認
で
き
る
書
類

（
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

な
ど
）
を
持
参
し
、
危
機
管
理

課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

各
支
所
へ

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
順

次
診
断
を
行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の

補
助

対
象
住
宅

木
造
住
宅
無
料
耐

震
診
断
の
対
象
住
宅
に
該
当
す

る
住
宅
で
、
現
在
居
住
者
が
お

り
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
住
宅

●

一
定
戸
数
以
上
の
住
宅
が
建

ち
並
ん
だ
地
域
に
あ
る

●

居
住
し
て
い
る
世
帯
員
全
員

の
収
入
の
合
計
金
額
が
一
定
の

基
準
を
超
え
て
い
な
い
、
ま
た

は
、
世
帯
員
全
員
が
60
歳
以
上

の
人
で
あ
る
（
居
住
者
と
所
有

者
が
異
な
る
場
合
は
、
所
有
者

の
収
入
も
一
定
の
基
準
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
）

●

市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診

断
、
ま
た
は
、
所
定
の
講
習
を

受
講
し
た
者
（
耐
震
診
断
者
）
が

三
重
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
実
施

す
る
耐
震
診
断
を
受
け
た

●

前
記
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い（
評

点
0.7
未
満
）」
と
判
断
さ
れ
た

対
象
工
事

①
耐
震
補
強
工
事
（
評
点
を
1.0

以
上
に
す
る
た
め
の
工
事
）

②
準
耐
震
補
強
工
事
（
評
点
を

0.7
以
上
に
す
る
た
め
の
工
事
）

③
住
宅
の
建
て
替
え
の
た
め
に

行
う
住
宅
除
却
工
事

補
助
金
額

①
最
大
61
万
円
（
収
入
に
よ
り

上
乗
せ
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

②
③
最
大
30
万
円

申
し
込
み

６
月
30
日
（月）
ま
で

に
、
申
込
書
・
印
鑑
・
木
造
住

宅
耐
震
診
断
判
定
書（
報
告
書
）

を
持
参
し
、
危
機
管
理
課
へ

※
要
件
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
危
機
管
理
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
補
強
相
談
会

内
容

耐
震
診
断
者
と
の
面
談

に
よ
る
相
談
、補
助
金
の
申
し
込

み
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど

申
し
込
み

事
前
に
電
話
で
危

機
管
理
課
へ

※
申
し
込
み
者
数
に
よ
っ
て
は
、

日
程
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

住
宅
の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
市
で
も
、
今
後
、
必
ず

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ

り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
無
料
で
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
に
よ
り
「
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
診

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
わ

が
家
の
地
震
対
策
と
し
て
、
住

宅
の
耐
震
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
で 
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
で 

わ
が
家
の 

防
災
対
策 

わ
が
家
の 

防
災
対
策 

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

と　き 

5月17日(土)
9：00～12：00 

13：00～16：00 

17：00～20：00 

9：00～12：00 

13：00～16：00 

17：00～20：00

※いずれも場所は、 
　市役所本館１-１会議室です。 

5月26日(月)

6月01日(日)

6月06日(金)



本
人
確
認
の
方
法

①
運
転
免
許
証
・
写
真
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
、
官

公
署
発
行
の
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
を
提
示

②
本
人
し
か
持
つ
こ
と
が
で
き

な
い
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・

学
生
証
な
ど
を
複
数
提
示

※
こ
れ
以
外
の
確
認
書
類
に
つ

い
て
は
、
戸
籍
住
民
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
の
発
行

確
認
方
法

①
に
よ
り
窓
口
に
来
た
人
の

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
①
が

で
き
な
い
場
合
は
、
②
に
よ
り

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
に
依
頼
さ
れ
て
申
請
に

来
た
人
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

委
任
状
な
ど
の
書
面
に
よ
り
、

代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
自
動
交
付
機
で
証
明
書
を
取

得
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書

類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
戸
籍
（
婚
姻
・
協
議
離
婚
・
養

子
縁
組
・
協
議
離
縁
・
認
知
届
の

み
）、
住
所
異
動
（
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
）
の
届
け
出

確
認
方
法

①
に
よ
り
窓
口
に
来
た
人
の

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
①
が

で
き
な
い
場
合
は
、
②
に
よ
り

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
届
け
出
時
に
本
人
確
認
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
届
け
出

を
受
理
し
た
後
、
本
人
宛
て
に

郵
送
で
通
知
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が

確
認
で
き
な
い
場
合
に
戸
籍
の

届
け
出
（
婚
姻
・
協
議
離
婚
・

養
子
縁
組
・
協
議
離
縁
・
認
知

届
の
み
）
を
受
理
し
な
い
よ
う
、

事
前
に
市
へ
申
し
出
る
「
不
受

理
申
し
出
」
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
戸
籍
法
の
改
正
に
よ

り
、
期
間
制
限
な
ど
の
内
容
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

不
受
理
申
し
出
や
そ
の
取
り

下
げ
を
す
る
と
き
も
、
戸
籍
の

届
け
出
を
す
る
と
き
と
同
様
の

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

公
的
な
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
が
な
い
人
は
、
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
戸
籍
住
民
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
法
と
住
民
基
本
台
帳
法

の
改
正
に
伴
い
、
窓
口
で
の
本

人
確
認
の
方
法
が
、
５
月
か
ら
、

次
の
と
お
り
一
部
変
更
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
戸
籍
や
住
民
票
な

ど
の
証
明
書
が
不
正
に
取
得
さ

れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
虚
偽
の

届
け
出
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

住
所
異
動
の
届
け
出
・
戸
籍
謄
抄
本
の
発
行
な
ど
の 
住
所
異
動
の
届
け
出
・
戸
籍
謄
抄
本
の
発
行
な
ど
の 

本
人
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す 
本
人
確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

５
月
　
日
か
ら 
５
月
　
日
か
ら 

１ １ 

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
住
民
課
（
1
@1
５
５
４
７
）

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を

持
っ
て
い
な
い
人
へ

16平成20年５月号



東庁舎 

本　館 

分
館 

閲覧室 

伊勢市役所案内図 
23岩渕1丁目7-29（1　1111） 

17 平成20年５月号

市では、組織の再編に伴い、各総合支所庁舎の有効利用を図る

ため、次のとおり、組織の一部を移転しました。

管財契約課（1@15526）

組織の一部を移転組織の一部を移転しましたしました 組織の一部を移転組織の一部を移転しましたしました 組織の一部を移転しました 



二見総合支所案内図 二見町茶屋420-1（1$21111） 

小俣総合支所案内図 小俣町元町540（1@23191） 

御薗総合支所案内図 御薗町長屋1221（1@20235） 

ス
マ
イ
ル
い
せ 

相談室２ 

相談室１ 

伊
勢
市
役
所

二
見
総
合
支
所

小
俣
総
合
支
所

御
薗
総
合
支
所

18平成20年５月号



民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

民
生
委
員
の
制
度
は
、
大
正

６
年
、
当
時
の
天
皇
が
岡
山
県

知
事
に
対
し
、
県
下
の
貧
し
い

人
々
の
状
況
は
ど
う
か
と
尋
ね

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
は
、
同
年
５
月
12
日
に

民
生
委
員
制
度
の
元
と
な
っ
た

「
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置

規
定
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

由
来
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
無

償
で
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

■
社
会
調
査
活
動

市
民
の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ

を
日
常
的
に
把
握
し
ま
す
。

■
相
談
活
動

市
民
の
心
配
事
な
ど
に
対
し
、

相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま
す
。

■
情
報
提
供
活
動

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
連
絡
調
整
活
動

福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市

民
と
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役

を
し
ま
す
。

■
健
全
育
成
活
動

子
ど
も
の
健

や
か
な
育
成
の

た
め
の
地
域
活

動
を
進
め
ま
す
。

「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い

運
動
」
の
取
り
組
み

わ
が
国
の
民
生
委
員
の
制
度

は
、
昨
年
90
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
次
の
１
０
０
周

年
に
向
け
て
「
広
げ
よ
う
　
地

域
に
根
ざ
し
た
　
思
い
や
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
こ
の

運
動
を
継
続
し
、
左
図
の
よ
う

な
自
然
災
害
に
備
え
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

活動強化週間　５月12日（月）～18日（日）

広げよう 地域に根ざした 思いやり

生活支援課内・伊勢市民生委員児童委員協議会連合会（1@15557）

　民生委員・児童委員自らが、防災避難グッ

ズの点検・家具転倒防止金具の設置などの災

害に対する備えをしているかを確認します。 

 「運動」の第一歩は、民生委員・児童委員

自らと家族の安全への備えから始まります。 

自己点検 

～民生委員・児童委員自らの安全確保～ 
起　点 

　災害時に民生委員・児童委員が行うべき支

援の内容や求められる行動、実施上の課題に

ついて話し合い、また、一般的な災害や防災

対策などについて学習しています。 

災害に備えての話し合い・学習 ステップ１ 

　災害発生時に生かせる民生委員・児童委員

間の緊急連絡網を整備しています。さらに、

電話不通・交通網寸断などの状況下で、実施

可能な別の連絡方法などを検討しています。 

災害に備えた組織強化のための 

取り組み 
ステップ２ 

　災害対策マニュアルの作成や防災訓練への

参加など、災害に備える活動を実践します。  

 また、一人暮らしの高齢者や高齢者世帯な

どの災害時要援護者名簿や災害福祉マップを

作成します。 

地域実践活動 ステップ３ 

　社会福祉協議会・自治会・自主防災組織・

市役所・消防署などと、災害に備えるための

話し合いを行い、連携体制を構築・強化し、

関係づくりに努めます。 

関係機関とのネットワークと 

防災組織づくり 
ステップ４ 

「災害時一人も見逃さない運動」の
取り組みステップ

民生委員民生委員・児童委員の日児童委員の日 民生委員・児童委員の日 5月1212日（月）（月）は 5月12日（月）は 
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シ
リ
ー
ズ 

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り 

第２回 

地
域
内
分
権
推
進
課
（
1
@1
５
５
６
３
）

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
税
を
負

担
す
る
人
が
減
る
一
方
で
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
、

高
齢
者
世
帯
・
共
働
き
世
帯
の

増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

で
世
帯
構
造
に
変
化
が
生
じ
て

い
ま
す
。

先
月
号
で
は
、
ふ
る
さ
と
未

来
づ
く
り
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、

こ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

た
背
景
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題

世
帯
構
造
の
変
化
・

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

伊
勢
市
の
高
齢
化
率
（
65
歳

以
上
の
人
口
割
合
）
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
７
年

は
16
・
７
％
で
し
た
が
、
平
成

17
年
に
は
23
・
０
％
、
平
成
20

年
３
月
に
は
24
・
２
％
と
な
り
、

約
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
字
は
、
全
国
平
均
値
を
上

回
る
数
字
で
す
。

一
方
、
子
ど
も
の
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昭
和
22
年
〜
24
年

生
ま
れ
の
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
世

代
の
大
量
退
職
に
よ
っ
て
、
地

域
社
会
に
新
た
な
変
化
が
生
じ

か
つ
て
は
、
近
所
付
き
合
い

が
深
く
、
地
域
に
暮
ら
す
者
同

士
が
助
け
合
い
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
弱
ま
り
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
子
育
て
に

悩
ん
だ
と
き
の
相
談
相
手
が
い

な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
地
域
が

果
た
し
て
き
た
「
お
互
い
が
助

け
合
う
」
と
い
う
機
能
が
低
下

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
活
動
の
核
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
自
治
会
も
、
加
入
率
の
低
下

や
担
い
手
不
足
、
住
民
の
無
関

心
な
ど
に
よ
り
、
活
動
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
政
は
、
一
律
・

公
平
・
公
正
の
原
則
の
も
と
、

予
算
上
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

ど
の
地
域
に
対
し
て
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
同
じ
市
内
で
あ
っ

て
も
、
地
域
の
歴
史
が
異
な
り
、

ま
た
、
川
沿
い
の
地
域
や
山
間

部
の
地
域
、
中
心
市
街
地
な
ど
、

地
域
の
特
性
も
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課

題
も
異
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
、
地
域
の

考
え
の
も
と
で
行
え
る
仕
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
を
担
う
組
織
「
地
区
み
ら

い
会
議
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・

団
塊
世
代
の
大
量
退
職

20平成20年５月号



Ｑ
紙
ご
み
を
資
源
と
し
て
出

し
た
い
け
れ
ど
、
ま
と
め
に
く

い
の
で
何
か
良
い
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

Ａ
菓
子
箱
や
値
札
な
ど
の
小

さ
い
雑
紙

ざ

つ

か

み

は
、
雑
誌
の
間
に
挟

ん
だ
り
、
封
筒
や
紙
袋
に
入
れ

て
雑
誌
な
ど
と
一
緒
に
縛
れ
ば
、

比
較
的
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ

個
人
情
報
が
あ
る
も
の
は

資
源
と
し
て
出
し
に
く
い
の
で
す

が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
？

Ａ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
明

細
書
、
子
ど
も
の
テ
ス
ト
な
ど
、

個
人
情
報
が
入
っ
て
い
る
紙
ご

み
は
、
気
に
な
る
部
分
を
マ
ジ

ッ
ク
な
ど
で
消
し
た
り
、
破
っ

た
り
、
穴
を
開
け
る
な
ど
の
工

夫
を
す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
資

源
化
で
き
る
「
紙
ご
み
」
が
多

く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

少
し
の
工
夫
で
、
紙
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
紙
ご
み
が
資

源
化
で
き
ま
す
か
？

Ａ
一
例
で
す
が
、
チ
ラ
シ
・

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・
菓
子
箱
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
・

衣
類
の
値
札
・
商
品
の
取
扱
説

明
書
・
包
装
紙
・
紙
袋
な
ど
は

「
雑
誌
・
雑
紙

ざ

つ

か

み

類
」
と
し
て
資

源
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

Ｑ
紙
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

な
ど
で
裏
が
白
い
も
の
を
メ
モ

用
紙
と
し
て
利
用
し
た
り
、
菓

子
箱
を
小
物
入
れ
に
使
う
な
ど

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

メ
モ
と
し
て
利
用
し
た
チ
ラ
シ

は
「
雑
誌
・
雑
紙

ざ

つ

か

み

類
」
と
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
紙
ご
み
の
リ
デ
ュ
ー
ス（
排

出
抑
制
）
は
で
き
な
い
の
？

Ａ
例
え
ば
、
不
要
な
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合
、

未
開
封
で
あ
れ
ば
「
受
取
拒
絶
」

と
書
い
た
メ
モ
を
貼
り
、
配
達

担
当
者
へ
渡
す
か
、
郵
便
窓
口

へ
持
っ
て
行
く
か
、
ポ
ス
ト
へ

投
函
す
れ
ば
、
差
出
人
へ
返
還

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
を
購
入

し
た
際
に
つ
け
て
も
ら
う
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
を
拒
否
す
る
な
ど
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

市
内
各
所
で
ご
み
ゼ
ロ
一
斉

清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
25
日
（日）
（
荒
天
の

場
合
は
６
月
１
日
（日）
に
延
期
）

※
中
止
の
場
合
は
、
行
政
無
線

（
二
見
町
・
御
薗
町
の
み
）と
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
軍
手
・
ご
み
ば
さ
み
な
ど
は
、

な
る
べ
く
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
駅
前
早
朝
清
掃

時
間

午
前
７
時
〜
８
時
（
集

合
は
午
前
６
時
55
分
）

集
合
場
所

伊
勢
市
駅
前
広
場

二
見
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

時
間

午
前
９
時
〜
（
２
時
間

程
度
）

集
合
場
所

各
自
治
会
が
指
定

す
る
場
所

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議

会
二
見
支
所
（
1
$3
５
５
５
１
）

御
薗
町
内
一
斉
清
掃

時
間

午
前
８
時
〜
10
時

集
合
場
所

各
自
治
会
が
指
定

す
る
場
所

問
い
合
わ
せ

御
薗
総
合
支
所

生
活
環
境
課
（
1
@2
０
２
４
１
）

６
月
２
日
（月）
か
ら
、
平
日
の

開
館
時
間
を
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
45
分
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
、
従
来
ど
お
り
（
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）
で
す
。

紙
ご
み
を
見
直
し
て

燃
え
る
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

ご
み
ゼ
ロ
一
斉
清
掃
を
実
施

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

平
日
の
開
館
時
間
を
変
更

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！ 
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な
の
に
、
私
は
名
字
だ
け
で
も

「
○
○
」（
※
作
文
で
は
日
本
人

姓
が
書
か
れ
て
い
ま
す
）
で
良

か
っ
た
な
ん
て
バ
カ
な
事
を
考

え
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

中
国
と
日
本
に
は
い
ろ
い
ろ

な
歴
史
的
背
景
が
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
関
係
の

な
い
事
だ
け
ど
、
そ
の
事
が
と

て
も
私
を
苦
し
め
ま
し
た
。
中

学
１
年
生
の
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど

歴
史
を
な
ら
う
こ
ろ
で
す
。
そ

の
こ
ろ
の
中
国
で
は
「
反
日
デ

モ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
対
す
る
抗
議
運
動
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
デ
モ
が
暴

動
に
発
展
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
日
の
丸
を
ふ
み
つ
け
た
り
、

燃
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
テ
レ

ビ
に
た
く
さ
ん
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
男
子
達
は
お
も

し
ろ
が
っ
て
、
私
の
顔
を
見
る

な
り
、
「
反
日
デ
モ
」
と
言
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は

何
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
く
て
、
無
視
し
て
い
ま
し

た
が
毎
日
毎
日
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
、

だ
ん
だ
ん
、
な
ぜ
自
分
の
親
が

み
ん
な
と
ち
が
う
の
か
と
い
う

恥
ず
か
し
い
気
持
ち
が
、
な
ぜ

関
係
な
い
の
に
言
わ
れ
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
の
か
と
い
う
怒
り

の
気
持
ち
よ
り
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
私
は
そ
の
男
子
を
う
ら

ん
だ
の
で
は
な
く
、
中
国
と
い

う
国
を
う
ら
み
ま
し
た
。
母
を

う
ら
ん
だ
事
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
歴
史
に

「
中
国
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
だ

け
で
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
事
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
何
か
言
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
。

「
中
国
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
み
て
」

と
、
よ
く
友
達
に
言
わ
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ

は
よ
く
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
事
も

あ
っ
て
「
私
は
中
国
と
日
本
の

ハ
ー
フ
」
な
ん
て
平
気
で
言
え

ま
し
た
。
で
も
、
あ
と
に
な
っ

て
と
て
も
そ
の
事
を
く
や
み
ま

し
た
。

私
は
中
国
へ
行
く
事
も
こ
ば

み
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
こ

ろ
の
私
は
日
本
に
い
る
事
で
自

分
は
中
国
と
は
関
係
な
い
と
言

い
聞
か
せ
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
私
の
母
は
私

を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
は
ち
ゃ
ん
と
中
国

語
で
は
っ
き
り
言
い
な
さ
い
」。

私
は
そ
れ
を
と
て
も
い
や
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
私
に

母
は
か
つ
を
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。「

○
○
は
○
○
。
他
は
他
。
中

国
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
お
じ
さ
ん
に
お
ば
さ

ん
。
日
本
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
父
さ
ん
、
他
に
い
ろ
ん
な
人
。

国
境
を
こ
え
て
大
き
な
家
族
が

あ
る
。
○
○
に
は
み
ん
な
が
無

い
も
の
が
あ
っ
て
す
て
き
じ
ゃ

な
い
？
そ
れ
に
○
○
は
○
○
ら

し
く
し
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
、

他
と
比
べ
る
必
要
な
ん
て
な
い
」。

頭
に
ガ
ツ
ン
と
き
ま
し
た
。

自
分
は
自
分
、
私
に
は
と
て
も

す
て
き
な
物
が
あ
る
。
私
は
私

ら
し
く
。
今
ま
で
の
思
い
が
急

に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
恥
ず
か
し
く

な
り
ま
し
た
。

私
に
は
今
、
と
て
も
幸
せ
な

毎
日
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
フ
と

か
そ
ん
な
事
関
係
な
く
友
達
が

い
て
く
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
フ
と

か
そ
ん
な
事
関
係
な
く
毎
日
過

ご
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
人
と

比
べ
る
事
が
大
き
ら
い
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
は
自
分
で
い
る

事
で
「
○
○
」
が
成
り
立
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
事
だ
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
私
の
名
前
は
「
○

○
」。
中
国
で
は
中
国
語
の「
○

○
」
。
私
に
は
二
つ
の
名
前
が

あ
り
ま
す
。

「
中
国
語
し
ゃ
べ
っ
て
み
て
」

と
、
今
度
友
達
に
こ
う
聞
か
れ

た
ら
、
あ
の
人
が
書
い
た
あ
の

人
権
作
文
の
よ
う
に
、
堂
々
と

大
き
な
声
で
自
分
の
名
前
を
言

っ
て
み
よ
う
。

（
平
成
19
年
度
「
人
権
の
芽
」
よ
り
）

「
私
は
中
国
と
日
本
の
ハ
ー
フ

で
す
」。以
前
の
自
分
に
は
こ
ん

な
事
、
絶
対
に
胸
を
は
っ
て
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
権
作
文

に
書
く
事
に
も
大
き
な
抵
抗
が

あ
り
ま
し
た
。

私
は
あ
る
人
権
作
文
に
出
会

い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
私
と

ち
が
っ
て
ハ
ー
フ
で
は
な
く
、

れ
っ
き
と
し
た
外
国
人
で
し
た
。

そ
の
人
の
作
文
は
自
分
に
つ
い

て
書
い
て
あ
り
、
と
て
も
堂
々

と
し
て
い
ま
し
た
。
弱
虫
な
自

分
の
心
を
強
く
打
ち
ま
し
た
。

一

人
ひと
りが輝くため

に

一

人
ひと
りが輝くため

に

一

人
ひと
りが輝くため

に

人権政策課

（1@15546）

人権シリーズ（№28）

「
私
」

（
中
学
３
年
生
の
作
文
）
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「
あ
な
た
は
空
を
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
、

「
飛
べ
る
」
と
答
え
る
人
は
、
普

通
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
が
空
を
飛
べ
な
い
こ
と
は

常
識
で
す
が
、「
飛
び
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
、
人
は

長
い
年
月
を
か
け
て
飛
行
機
を

作
り
ま
し
た
。
不
可
能
を
可
能

に
す
る
発
想
は
、
空
想
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
空
想
が
夢
に
な
り
、

夢
が
現
実
に
な
る
時
が
あ
る
の

空
を
飛
ぶ

だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
、
飛
行

機
を
発
明
し
、
さ
ら
に
は
宇
宙

船
ま
で
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
人
も
の
人
が
、
何
年
・
何
十

年
・
何
百
年
も
か
け
て
夢
を
現

実
に
し
た
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
О
も
同
じ
よ
う
に
、
常

識
で
考
え
た
ら
「
不
可
能
だ
ろ

う
」
と
思
う
よ
う
な
こ
と
を
、

「
変
え
た
い
」
と
か
「
こ
う
な
っ

た
ら
い
い
の
に
な
」
と
い
う
空

想
か
ら
始
ま
り
、
現
実
の
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

周
り
か
ら
見
る
と
、
Ｎ
Ｐ
О

は
不
思
議
な
世
界
に
見
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人

の
す
る
こ
と
は
、
ひ
ょ
う
た
ん

か
ら
駒こ

ま

が
出
る
と
き
も
あ
る
の

で
す
。

空
想
か
ら
夢
に
、
そ
し
て
、

夢
を
現
実
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
あ
な
た
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
き
っ
と
活
動
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

春
に
は
…

パ
ル
テ
ィ
は
、

飛
ぶ
!!

空
を
…

パルティ4コマ劇場

わ
た
し
た
ち
は
、
「
み
ん
な

で
助
け
合
っ
て
、
豊
か
で
自
立

し
た
生
活
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
に
…
」
と
願
い
、
10
年
前
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
生
か
し
、
会
員

同
士
で
助
け
合
い
を
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
家
事
や
買
い
物
、

病
気
・
け
が
・
出
産
時
の
手
伝

い
の
ほ
か
、
庭
の
草
取
り
や
手

入
れ
・
水
や
り
の
手
伝
い
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
利
用
会
員
（
利
用

し
た
い
人
）、
活
動
会
員（
活
動

す
る
人
）、
賛
助
会
員（
趣
旨
に

賛
同
し
、
資
金
援
助
を
し
て
く

れ
る
人
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
変
更
に
伴

い
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会

で
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
が

ま
す
ま
す
強
く
求
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
活
動
会
員
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
あ
れ
ば

何
の
資
格
も
要
り
ま
せ
ん
。
家

事
の
何
げ
な
い
手
伝
い
に
、「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
と
き

の
喜
び
は
格
別
で
す
。

１
時
間
６
０
０
円
と
交
通
費

が
支
給
さ
れ
る
有
償
活
動
で
す
。

週
２
回
・
３
時
間
ほ
ど
、
あ

な
た
の
時
間
を
助
け
合
い
活
動

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.15

1
@0
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

コ
ー
プ
み
え
　
く
ら
し
た
す
け
あ
い
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
４
７
・
１
８
６
９
）

会員交流会の様子



〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

づ
く
り
通
信

り
通
信 

づ
く
り
通
信 びと 

24平成20年５月号

接
種
に
当
た
っ
て
は
、
市
が

配
布
し
た
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
よ
く
読
み
、
予

防
接
種
の
必
要
性
・
注
意
す
る

点
・
副
反
応
な
ど
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
か
ら
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
は
、
厚
生
労
働
省
の
勧
告
に

よ
り
、
積
極
的
勧
奨
は
控
え
て

い
ま
す
。
特
に
接
種
を
希
望
す

る
人
や
、
接
種
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
、
健
康
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予

防
し
、
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

と
き

①
５
月
29
日
（木）
・
②
６

月
６
日
（金）
、
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
①

生
後
７
カ
月
〜
11
カ
月
、
②
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
①
後
期
〜
完

了
期
、
②
初
期
〜
中
期
）
の
お

話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

５
月
１
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

み
ん
な
で
楽
し
く
脳
を
イ
キ

イ
キ
さ
せ
る
こ
つ
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

と
き

５
月
16
日
（金）
・
30
日
（金）
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

内
容

浜
松
二
段
階
方
式
に
よ

る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
生
活

チ
ェ
ッ
ク
、
講
話
、
実
技
な
ど

定
員

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物

眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
し
込
み

５
月
１
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

種類 対象年齢 

3カ月～90カ月未満 

3カ月～90カ月未満 

11歳～13歳未満 

1歳～2歳未満 

5歳～7歳未満で、小学校就学前の1年間 

中学1年生相当 
（平成7年4月2日～平成8年4月1日生まれ） 

（平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれ） 

3歳～90カ月未満 

9歳～13歳未満 

生後6カ月未満 

3種混合 

2種混合 

麻しん風しん 

日本脳炎 

B C G

ポリオ 

高校3年生相当 
（平成2年4月2日～平成3年4月1日生まれ） 

1期 

2期 

1期 

2期 

3期 

1期 

2期 

4期 

予防接種の種類と対象年齢 種
類
・
対
象
年
齢

左
表
の
と

お
り

実
施
場
所

県
内
の
実
施
医
療

機
関

申
し
込
み

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ
（
要
予
約
）

持
ち
物

予
診
票
・
母
子
健
康

手
帳
・
健
康
保
険
証

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
６
１
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉
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問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

休日・夜間応急診療所 一次救急 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～ 
　土曜日 

日曜日 
祝　日 

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合（
急

病
に
な
っ
た
と
き
、
救
急
車
を
呼

ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
す
ぐ
に

治
療
を
受
け
た
い
と
き
な
ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医

療
ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.q
q
.p
re
f.

m
ie
.jp
/

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

塩
と
う
ま
く
付
き
合

う
食
事

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
1/2
カ
ッ
プ

申
し
込
み

５
月
１
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 
二見公民館 

中央保健センター 

ハートプラザみその 

５月 13日 （火） 

13：30～15：00

小俣保健センター 

（成人栄養相談は要予約） 

成人健康相談 

成人栄養相談 

二見総合支所福祉健康課 

健康課 

9：30～11：00

５月 20日 （火） 

５月 27日 （火） 

小俣保健センター 9：30～11：00５月 7日 （水） 小俣保健センター 

ハートプラザみその 13：30～15：00５月 8日 （木） 御薗総合支所福祉健康課 

中央保健センター 13：30～15：00５月 15日 （木） 健康課 

二見老人福祉センター 9：30～11：00５月 28日 （水） 二見総合支所福祉健康課 

9：00～11：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 17：30～19：00
毎月第２火曜日 
（５月13日） 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

13：00～15：00５月 22日 （木） 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

エイズ検査 

毎週火曜日 
（５月6日を除く） 

こころの健康相談（要予約） 

@7

づくり通信り通信 づくり通信 

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

５月13日（火）

５月17日（土）

５月22日（木）

５月23日（金）

５月28日（水）

ところ 定員（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

喜楽荘（二見町荘1679-1）

ハートプラザみその

福祉健康センター

35人

30人

20人

30人

30人



図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
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５月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

5月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

内　容 絵本や紙芝居の朗読

と　き ５月22日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊

びなど

と　き ５月２日（金）、午前10時～（受け付けは午

前９時50分～）

ところ ２階・視聴覚室

と　き ５月11日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「兎の眼」

と　き ５月17日（土）・６月～平成21年２月の第４

土曜日（計10回）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「伊勢学とは何か」から始まり、伊勢学に

ついて学びます

講　師 岡田登さん（皇學館大学史料編纂所教授）

定　員 50人（先着順）

申し込み ５月１日（木）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

施設利用抽選会（７月～９月分）

上映会

ふるさと文庫講演会「伊勢学の扉をひらく」

開館時間

★赤ちゃんおはなし会 ５月08日（木）、午前11時～

★たんぽぽおはなし会 ５月10日（土）、午後３時～

★ピッポの会・紙芝居 ５月18日（日）、午前11時～

★図書館おはなし会 ５月24日（土）、午後３時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き ①５月17日（土）・②５月31日（土）、午後２

時～

内　容 ①子ども向けアニメ「キキとララのお姫

様になりたい」ほか、②「私の頭の中の

消しゴム」

※いずれも場所は、２階・視聴覚室です。

と　き ５月２日（金）～５日（祝）、午後２時～４時

ところ １階・ふれあいコーナー

内　容 名作アニメ「アーサー王物語」など

★書道サークル展

と　き ５月21日（水）～26日（月）、午前９時～午後

７時（初日は午後１時から、最終日は午

後３時まで）

ところ ２階・ギャラリー

★エコな生活

５月30日はごみゼロの日。エコをテーマに、

リサイクルや環境保護に関する本を幅広く紹介

します。

★乗ってみたいな、乗り物特集

風薫る５月、乗り物に乗ってどこかに出掛け

てみませんか。旅行ガイドから、子どもに人気

の乗り物絵本まで幅広く紹介します。

午前９時～午後７時

おはなし会

開館時間

ギャラリー展示

今月の特集コーナー

上映会

ゴールデンウィーク上映会

うさぎ

へん さん
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任
期

７
月
１
日
〜
平
成
22
年
６
月
30

日
（
２
年
間
）

定
員

各
審
議
会
と
も
５
人
以
内

申
し
込
み

５
月
30
日
（金）
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
直
接
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

各
審
議
会
の
担
当
課
（
左
表
参
照
）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
行
政
経
営
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.c
ity
.ise
.m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法

書
類
審
査
と
面
接
（
面
接

の
日
程
は
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）

と
き

５
月
21
日
（水）
、午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

内
容

講
演
「
蛍
光
Ｘ

エ
ッ
ク
ス

線
分
析
に
つ
い

て
」

講
師

株
式
会
社
島
津
製
作
所
技
術
員

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
で
同
課
へ

コーナー  

コ
ー
ナ
ー 

〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

も
の
づ
く
り
技
術
講
座

産
業
支
援
課
（
1
^3
５
６
７
７
）

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

合
併
調
整
室
（
1
@1
５
５
３
８
）

地
域
審
議
会
と
は

地
域
住
民
の
意
見
・
提
案
な
ど
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
旧
４
市
町

村
の
区
域
を
単
位
と
し
て
設
置
さ
れ
た

市
の
附
属
機
関
で
す
。

◆
主
な
役
割

新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
や
変
更

な
ど
に
つ
い
て
、
各
審
議
会
ご
と
に
審

議
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
審

議
し
、
市
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

◆
委
員
の
構
成

各
区
域
の
公
共
的
団
体
の
代
表
者
・

学
識
経
験
者
・
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
定
数
は
各

審
議
会
20
人
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
募
に
よ
る
委
員
の
募
集

応
募
資
格

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た

す
人

●

各
審
議
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
人
（
応

募
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
限
る
）

●

５
月
30
日
（金）
現
在
、
20
歳
以
上
の
人

●

市
の
職
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
人

■伊勢地区地域審議会…行政経営課

〒516-8601 岩渕１丁目7-29、1@15510、FAX@15642、

Eメールアドレス gyousei-keiei@city.ise.mie.jp

■二見地区地域審議会…二見総合支所地域振興課

〒519-0696 二見町茶屋420-1、1$21111、FAX$33754、

Eメールアドレス fu-chiiki@city.ise.mie.jp

■小俣地区地域審議会…小俣総合支所地域振興課

〒519-0592 小俣町元町540、1@27858、FAX@23454、

Eメールアドレス ob-chiiki@city.ise.mie.jp

■御薗地区地域審議会…御薗総合支所地域振興課

〒516-8501 御薗町長屋1221、1@20236、FAX@82404、

Eメールアドレス mi-chiiki@city.ise.mie.jp
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持
ち
物

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

※
外
城
田
川
の
堤
防
に
は
、
ツ
ツ
ジ
・

ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
草

と
間
違
え
て
刈
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
２
日
（土）
、午
後
６
時
〜（
開

場
は
午
後
５
時
30
分
）

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

出
演

市
民
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

入
場
料

大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
・

高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円

（
全
席
自
由
席
）

※
入
場
券
は
、
５
月
17
日
（土）
・
午
前
９

時
か
ら
、
同
館
で
販
売
し
ま
す
。

国
が
行
う
「
21
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少

年
大
交
流
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
ベ

ト
ナ
ム
の
中
学
生
23
人
が
、
６
日
間
の

日
程
で
伊
勢
市
を
訪
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
同
年
代
の
相
互
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
市
内
の
中
学
校
で
視

察
や
交
流
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

の
文
化
や
日
常
生
活
な
ど
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
家
庭
と
な
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

と
き

６
月
27
日
（金）
の
夜
〜
29
日
（日）
（
２

泊
３
日
）

申
し
込
み

５
月
１
日
（木）
〜
23
日
（金）
に
、

応
募
用
紙
を
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516
│

8601

岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５
５
７
８
、

ア
ド
レ
スko

uryu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

と
き

５
月
18
日
（日）
（
雨
天
の
場
合
は

５
月
25
日
（日）
）、
午
前
８
時
〜
10
時

※
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
は
、そ
れ
ぞ
れ

開
始
時
間
が
異
な
る
た
め
、
各
自
治
区

か
ら
の
放
送
な
ど
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野
名
面

の

な

つ

ら

橋

集
合
場
所

●

外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各
自
治
区

の
清
掃
場
所

●

一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館
北
側（
外

城
田
川
堤
防
側
）

内
容

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
同
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
経
験
が
少
な
い
家
庭
を

優
先
し
ま
す
。

※
ベ
ト
ナ
ム
の
中
学
生
は
、
日
常
会
話

程
度
の
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・
外
城
田
川

河
川
美
化
協
力
会
（
1
@2
７
８
５
８
）

観光文化会館自主事業

FROM BK 2.
ビーケーツー

2008
～ダンスって楽しい～

観光文化会館（1@85105）

国境を超えた

交流を

楽しみましょう！



児
童
手
当
の
請
求

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

29 平成20年５月号

三
重
県
防
災
啓
発
車
は
、
県
民
の
防

災
意
識
や
災
害
に
対
す
る
知
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
三
重
県
が
所
有
し
て
い

る
も
の
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

る
揺
れ
や
、
今
後
30
年
以
内
に
60
％
〜

70
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
東
南
海
地
震
な
ど
で
想
定
さ
れ
る
震

度
６
強
の
揺
れ
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
防
災
啓
発
車
を
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
・
企
業
の
防
災
訓
練
な
ど
で

活
用
し
た
い
団
体
は
、
危
機
管
理
課
ま

た
は
消
防
本
部
消
防
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
療
育
手
帳
Ａ
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
う
ち
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●

伊
勢
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
の

利
用
者

●

伊
勢
市
重
度
心
身
障
害
者
紙
お
む
つ

等
支
給
事
業
の
利
用
者

年
額

２
万
４
０
０
０
円
（
毎
年
６
月

１
日
と
12
月
１
日
現
在
で
、
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
に
、
１
万
２
０
０
０
円

ず
つ
支
給
）

申
請

６
月
分
は
、
５
月
30
日
（金）
ま
で

に
、
障
が
い
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ
（
申
請
は
毎
年
必
要
）

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
人
は
、
児
童
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
手
当
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

６
月
分
か
ら
、
手
当
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月
１
日
（木）
以

降
に
再
度
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
当
は
、
原
則
と
し
て
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

同
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健

康
課
・
各
支
所

持
ち
物

印
鑑
、
請
求
者
名
義
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）、
年
金
加
入

証
明
書
（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
、

社
会
保
険
加
入
者
は
健
康
保
険
証
の
コ

ピ
ー
で
も
可
）

※
ほ
か
に
添
付
書
類
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

コーナー  

伊
勢
市
福
祉
給
付
金
の

受
け
付
け
を
開
始

障
が
い
福
祉
課
（
1
@1
５
５
５
８
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
$2
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
@2
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
@2
０
２
６
１
）

防災啓発車を
活用してください

危機管理課（1@15523）

消防本部消防課（1@51216）
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（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●

朝
熊
町
委
員
会
…
や
ぐ
ら
購
入

●

五
十
鈴
ヶ
丘
団
地
自
治
会
…
屋
外
放

送
設
備
設
置

●

一
之
木
町
会
…
太
鼓
購
入

伊
勢
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更（
伊

勢
市
駅
前
）
に
つ
い
て
、
素
案
の
縦
覧

と
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

素
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間

５
月
１
日
（木）
〜
16
日
（金）

縦
覧
場
所

同
課
・
伊
勢
図
書
館

◆
意
見
書
の
提
出

素
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
人
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
資
格

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人

提
出
方
法

５
月
16
日
（金）
ま
で
に
、
意

見
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
を
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
同
課
（
〒
516
│

8601
岩
渕

１
丁
目
７
│

29
）
へ

◆
公
聴
会
の
開
催

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
意

見
書
を
提
出
し
た
人
が
意
見
を
述
べ
る

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
公
聴

会
の
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
縦
覧

期
間
終
了
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き

５
月
23
日
（金）
、午
後
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ

市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
４
│

３
会
議
室

市
は
、
宅
老
施
設
を
開
設
す
る
自
治

会
な
ど
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

宅
老
施
設
と
は
、
地
域
で
生
活
す
る

高
齢
者
が
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
心
身

の
健
康
保
持
の
た
め
、
気
兼
ね
な
く
集

ま
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

対
象

自
治
会
な
ど
が
市
内
に
宅
老
施

設
を
開
設
す
る
た
め
に
、
民
間
の
空
き

家
や
空
き
店
舗
な
ど
を
改
修
す
る
た
め

の
費
用
や
、
備
品
を
購
入
す
る
た
め
の

費
用

条
件

●

５
年
以
上
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と

●

市
・
地
域
の
自
治
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
と
協
力
体
制
を
図
る
こ
とな

ど

住
民
説
明
会

と
き

５
月
23
日
（金）
、
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ

市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
４
│

３
会
議
室

五十鈴ヶ丘団地自治会

朝熊町委員会

一之木町会

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧
と

住
民
説
明
会

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

宅
老
施
設
の
開
設
を

支
援
し
ま
す

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）
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コーナー  

ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 ～5月～月～ ～5月～ 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて  きいて  伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ●宮川流域ルネッサンス 

　　　～日本一の清流をめざして～ 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集 
 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し
ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ
ジェストを放送します。 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

● ゴールデンウィークダイジェスト放送 
（これまでに放送した番組のダイジェスト） 

 
 
 
 
 

4/28～5/4 
 ● 「健康の日」啓発事業（ウォーキング大会） 
 ● 活性化活動事業補助金 

5/5～11 
 ●  軽自動車税の納付 

 ● 児童手当の申請 

5/12～18 

 ● 耐震診断・耐震補強・家具固定 

5/19～25 

 ● 世界禁煙デー 
 ● 火災予防対策（住宅火災警報器の推進） 

5/26～6/1 
 ● 水道週間 
 ● 歯の衛生週間 

■お知らせ 

４/ 28～５/４ 

分 番組 

 5/5～11

0 

30 

40 

0 

10 

 25

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

よいとこせ 

ちいさな店 

歴史街道 

鳥羽水族館新・水の惑星紀行 

分 番組 

5/12～18

0 

30 

40 

0 

10 

25

iTVニュース 

伊勢志摩の特産品 

このまちの昭和 

探歩々隊 

くつろぎの時間 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

5/19～25

0 

30 

40 

0 

10 

25

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ3 

伊勢志摩リアスな体験 

おかげ横丁だより 

暮らしのぞき箱 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

5/26～6/1

0 

30 

40 

0 

10 

25

iTVニュース 

木田ゆきのの「もぎとぴ」 

スポーツで遊ぼう！ 

特選シリーズ 
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勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成20年３月結果 8.1 5.6 6.4 2.1
2.7 49.0 4.0 3.0

姫之橋北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6
平成19年３月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（3月11日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大
きいほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

勢田川水質調査結果については、今後

は年間の調査結果を表やグラフなどにま

とめ、年に１回程度、特集として掲載す

ることとなりました。市民の皆さんにと

って、より見やすくなるようお伝えして

いきますのでご了承ください。

なお、毎月の調査結果については、同

課または市のホームページ（http://www.

city.ise.mie.jp）で、随時公開します。
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と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

障がい者・障がい児 福祉サービスの利用相談・
日常生活や就労の相談支援など（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター（1@15583）

老人在宅介護

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（５月７日）、午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所（1@70509）

心配ごと

と　き 第２水曜日（５月14日）、午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）（1@72425）

と　き 第３水曜日（５月21日）、午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所（1@08610）

と　き 第４水曜日（５月28日）、午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

32平成20年５月号

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

婦　人

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

母　子

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

家庭児童

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

乳幼児

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

家庭教育

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）（1@27867）

教　育 小・中学生の不登校・いじめ・友人関係・学習など（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

青少年 非行・いじめなど（ ）

と　き ５月６日・20日を除く毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している35歳以下の

人またはその保護者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー222ー3309）
または、商工労政課（1@15568）へ電話

就　職

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

中高年齢者職業

と　き 毎週月曜日・火曜日・木曜日、午前９時～午後１時

毎週水曜日・金曜日、午前９時～午後５時

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）（1@27867）

カウンセリング 小・中学生の教育（ ）〈要予約〉

臨床心理士による



5月の無料相談5月の無料相談

と　き 毎週月曜日、午後１時30分～３時30分

※５月５日は祝日のため、５月７日（水）に行

います。

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分までに広報広

聴課へ来所

法　律 担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている
場合は、相談を受けることはできません（ ）

と　き ５月１日（木）、午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ４月24日（木）～30日（水）に、社会福祉協議

会小俣支所（1@70509）へ来所または電話

と　き ５月15日（木）、午後１時30分～３時30分

ところ ハートプラザみその・多目的室

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ５月８日（木）～14日（水）に、社会福祉協議会

御薗支所（1@08610）へ来所または電話

と　き ６月５日（木）、午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ５月29日（木）～６月４日（水）に、社会福祉協

議会伊勢支所へ来所または電話

※５月中に申し込みを開始するため、今月号で掲載

します。

と　き 第２火曜日（５月13日）、午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課（1$21111）

行　政

と　き 第３火曜日（５月20日）、午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第４火曜日（５月27日）、午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課（1@27858）

と　き 第２火曜日（５月13日）、午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

登　記

と　き 第２木曜日（５月８日）、午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局（1@86158）

人　権

と　き 第３水曜日（５月21日）、午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から広報広聴課

へ電話

交通事故

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

33 平成20年５月号

司法書士による

と　き 第１木曜日（５月１日）、午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

公　証 遺言・契約証明（ ）

と　き 月曜日～金曜日、午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

消費生活 架空請求など（ ）

と　き 第３木曜日（５月15日）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から広報広聴課

（1@15515）へ電話

多重債務 クレジット・消費者金融など（ ）



人の動き（３月末現在）
総人口 135,507人（－329人）
世帯数 52,925世帯（+24世帯）
男　性 64,333人（－194人）
女　性 71,174人（－135人）

※外国人登録者を含む。

広報いせ　第31号　平成20年５月１日発行
■発行／伊勢市　　■編集／総務部広報広聴課

〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号　10596-21-5515 FAX0596-22-9699

URL http://www.city.ise.mie.jp Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

印刷　株式会社アイブレーン
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梅まつり
3
9

臥竜梅
がりゅうばい

公園（御薗町新開）で、地元の臥竜梅

保存会と親子会による「梅まつり｣が開催され、

マジックショーなどの楽しい催し物が行われま

した。

臥竜梅は、菅原
すがわらの

道真
みちざね

とゆかりのある梅の木で、

市の天然記念物に指定されています。

訪れた人たちは、美しい紅白の花を眺めなが

ら、春の息吹を感じていました。

小俣子育て支援センターお別れ会3
19

小俣子育て支援センターで、14組37人の親子

が参加し、お別れ会が開催されました。

参加者たちは、みんなで作ったクッキーを食

べながら、子どもたちの成長の話や、4月から通

う保育所や幼稚園の話などに花を咲かせていま

した。

スポレクフェスタ・バドミントン大会

二見中学校体育館で、スポレクフェスタ・バド

ミントン大会が開催されました。

この大会は、毎年、春らしい陽気になってくる

この時季に、市民の健康増進と交流を目的として、

伊勢市体育協会二見支部が開催しているものです。

この日は、子どもと大人が入り交じって、ダブ

ルスの試合が行われ、参加者たちは心地よい汗を

流しました。

二見浦さくらまつり3
30

二見町の音無山一帯で、第１回二見浦さくらま

つりが開催されました。

この日は、あいにく花曇りの天気となりました

が、寒さも和らぎ、春の訪れを感じられる穏やか

な一日となりました。

今回は、第１回を記念して、主催者や市長らに

よる植樹式が行われ、ソメイヨシノ２本とヤマザ

クラ２本が植樹されました。

まちの話題まちの話題

3
30


